
成果指標（めざそう値）の設定について（考え方） 

第２次島田市総合計画前期基本計画における、施策の達成状況を測るための指標である

「めざそう値」について、以下の考え方に基づき「めざそう値（案）」を作成しました。計

画の成果を測るものでもあり、慎重に作業を進めているため、調整中である項目がございま

す。そちらにつきましては、改めて報告させていただきます。 

 
【設定に関する基本的な考え方】 

●成果指標の体系を３階層とする。 

●階層１に第２次総合計画前期基本計画のすべてを包括する目標として、第１次総合計画後

期基本計画で尺度として設定した「市⺠の幸福度」を最上位に置く。 

●階層２に、政策分野を包含するめざそう値（めざそう値①）として、施策の柱ごと設定し、

満⾜度や重要度など、住⺠意識によるものを中⼼とする。 

●階層３に、具体的な取組（小柱）の進捗を測るめざそう値（めざそう値②）として、成果

数値が分かりやすい指標を設定する。 

●めざそう値は数値化できるものとし、毎年度実績を把握できるものを設定する。 

 

【成果指標の体系図（階層）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざそう値の施策体系との関連】 

 

資料３－① 
（H29.9.14） 

 １ 安全ですこやかに暮らせるまちづくり（防災・福祉・健康）←政策分野 
１－１   ←施策の柱（１項目設定）…めざそう値① 

１．危機管理体制の実効性を向上させます 
２．地域防災⼒の維持・向上の取組を加速します 
３．市⺠の安全を確実にする条件整備を進めます       ←取組（小柱） …めざそう値② 
４．広域の消防救急体制を含め、関係機関等との連携体制     （各１項目設定） 
  を充実強化します 
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